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1.序論 
近年,「CAMPING FOR ALL」を合言葉に,全国で

いろいろな療育キャンプや訓練キャンプが実施さ
れている2）.キャンプは人間教育に対する偉大な
る貢献の一つ3）とされており,キャンプ体験を行
うことは創造性を発達させ豊かな人間関係を生み
出し,人間形成に貢献する.普段の生活の中であま
り外に出ることのない自閉症者にとって,このよ
うなキャンプ体験は大きな変化を与えると考える.
速水1）は,自律性は人間関係の形成こそが促進剤
であると述べていることから,自律性と対人関係
スキルは深いかかわりがあることが示唆される. 
そこで本研究では,療育キャンプに参加した自

閉症者の自律性と対人関係の変化を明らかにする
とともに,自然体験効果との関係性について検討
することを目的とした. 
2.研究方法 
【調査対象者】2012年8月24日～27日に実施さ
れた長崎県自閉症協会「年長キャンプ」に参加し
た12歳から23歳までの自閉症者の保護者27名,
担当カウンセラー27 名にアンケートを配布した.
キャンプを欠席したもの及び不備があったもの等
を分析の対象外としたため,回収率は 48%であっ
た.  
【調査内容】自律性：首藤5）の作成した自己主張-
自己抑制に関する尺度を筆者が独自に修正を加え
2 因子 18 項目で編成した.対人関係：中台ら6）の
作成した幼児の社会的スキル尺度を筆者が独自に
修正を加え2領域5因子18項目で編成した.自然
体験効果：谷井ら4）が作成した自然体験効果測定
尺度を筆者が独自に修正を加え5因子25項目で編
成した.  
なお,アンケート調査時期を表1に示した. 

3.結果と考察 
1）自律性について 
自閉症者の自律性について計2回の調査時期に

おける平均値と標準偏差を算出し, Wilcoxonの符
号付順位和検定を行った結果,自律性の総得点で
はpre-post間に有意な傾向がみられた.因子別に
おいても『自己抑制』因子ではpre-post間にかけ
て有意な傾向で向上した（表 2）. 療育キャンプ
体験を通して,今までの一定の人との関わりでは
なく,自然の中で自らを発見し,考え,様々な人と
の関わりを持つことで,自己抑制能力の獲得が出
来,キャンプ後の自律性に変化が現れたと考える.  

2）対人関係について 
自閉症者の対人関係について計 2回の調査時期

における平均値と標準偏差を算出し Wilcoxon の
符号付順位和検定を行った結果,有意な結果は得

られなかった.カウンセラーとのコミュニケーシ
ョンを育む場面は多く見られたが,自閉症者間の
対人関係を育む場面が少なかったため,対人関係
の構築につながらなかったと考える. 
3）自然体験効果について 
自閉症者の自然体験効果得点について計 4回の

調査時期における平均値と標準偏差を算出
し,Friedman 検定を行った結果,有意な傾向がみ
られた.また因子別にみると,『自己判断力因子』
では有意な差がみられた（表 3）. キャンプとい
った非日常活動の中で,自分自身で考えることや
可能性に挑戦するための活動（野外炊飯や長距離
歩行など）により『自己判断力』の向上につなが
ったと考える. 

4）個別にみた変化について 
保護者及び担当カウンセラーの調査が揃ってい

る6名を対象者（A,B,C,D,E,F）に,個別の得点変
化とその要因について検討した.対象者 A,B,F は
自律性,対人関係ともに向上がみられたが,D は自
律性のみ向上がみられ,C,E は自律性,対人関係と
もに変化はみられなかった.しかし,6 名ともの自
然体験効果は1日目より4日目に得点の向上がみ
られることから,療育キャンプ体験を通して,自然
体験効果が得られたことがうかがえる. 
5）自然体験効果との関係性について 
 対象者6名を自律性の得点変化から「自律性得
点向上群」と「自律性得点変化なし群」に分けた.
また,対人関係との関係性について考えるため,対
象者6名を対人関係スキル得点から「対人関係ス
キル得点向上群」と「対人関係スキル得点低下群」,
「対人関係スキル得点変化なし群」に分けた.しか
し,対象者6名の自然体験効果得点は1日目より4
日目が高くなっていることから,自律性・対人関係
ともに関係性をみることはできなかった. 
4.まとめ 
 療育キャンプ体験によって自己の欲求や意思を
他者との調和のために抑制する『自己抑制』が向
上したことで,自律性の向上につながった.また,
自然体験効果の向上の要因は,療育キャンプ体験
中の自己判断する機会があったことによるものだ
った. 
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キャンプ前 キャンプ1日目キャンプ2日目キャンプ3日目キャンプ4日目 キャンプ後

保護者 自律性 ○ ○

対人関係 ○ ○

カウンセラー 自然体験効果 ○ ○ ○ ○

表1　アンケート調査時期

1日目 2日目 3日目 4日目

N=13

自然体験効果得点 50.38（16.24）52.38（15.70）56.15（18.56）57.54（19.68） 7.74 †

自己判断力因子得点 16.54（6.55） 16.69（5.41） 18.38（6.23） 19.38（7.26） 11.07 *

表3　自然体験効果の平均と標準偏差

Ｍ（ＳＤ）
χ²

*p<.05,†p<.10

pre post

N=13

自己主張因子得点 14.92(2.97) 15.23(2.89) -0.57 n.s.

自己抑制因子得点 31.00(3.44) 32.62(5.18) -1.83 †

自律性総得点 90.69(6.36) 92.62(7.86) -1.90 †

†p<.10

M(SD)
Z値

表2　自律性の平均と標準偏差


